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１０．２１ 

横田基地へのオスプレイ配備策動を

阻止し、基地の整理・縮小・撤去 

  を求める三多摩集会 

     全都から６２０名が結集 

 
１０月２１日、三多摩平和運動センターは、

東京平和運動センターとともに、「普天間基地

へのオスプレイ配備撤回、横田基地へのオスプ

レイ配備阻止、横田基地の整理・縮小・撤去を

求める三多摩集会」を開催ました。 
１８時３０分開会の福生公園には、仕事を終

えた仲間た

ちが次々と

結集、６２０

名の仲間が

参加しまし

た。 
沖縄の辺

野古新基地

建設の課題は、日米政府一体となって建設強行

の姿勢を強めており、予断を許さない状況です。 
さらに、昨年来から大きな問題になっている

のはオスプレイの在日米軍基地配備です。昨年

１０月には沖縄県民が大反対するのを無視し、

普天間基地へ強行配備しました。 
こうした中、米太平洋空軍のハーバート・カ

ーライル司令官は、アジア方面へのＣＶ－２２

オスプレイ配備について、嘉手納基地とともに

横田基地も候補であることを明らかにしたと

の報道が、７月３０日に突如行われ、周辺市町

村長が反対表明しています。 
 
集会では、冒頭

に三多摩平和運

動センターの畑

議長が主催者あ

いさつを行い、三多摩におけるこの間の闘いを

述べるとともに、横田基地へのオスプレイ配備

を許さず、沖縄をはじめ全国の仲間と連帯して

闘う決意を表明しました。 
東京平和運動センターから長谷川議長が三

多摩を先頭に、東京全体で取り組むことを訴え

ました。 
来賓として、社民党三多摩地区高橋本部長、

横田・基地被害をなくす会の青山副代表がそれ

ぞれ連帯のあいさつを行いました。 
 
つづいて、沖縄平和運動センターの山城博治

議長が沖縄の現状と闘いについて、特別報告を

行いました。 
「沖縄では、

オスプレイ配

備に反対し、

昨年 9.9 県民

大会，12.23

御万人集会を

成功させ、本

年 1.27 には沖縄県の全市町村長が東京に来て、

日比谷野音で東京の皆さんと連帯集会を行い、

政府に全県民の反対の意思を『建白書』にまと

めて要請してきた。しかし、政府はこれを無視

し、沖縄への配備を強行した。」「配備にあた

っての『協定』は全く守られず、我がもの顔に

訓練が行われている。」「今、全国で低空飛行

訓練が始まった。そこでは、『沖縄の負担軽減』

などという、まやかしがまかり通ろうとしてい

る。許すことはできない」「アジア諸国との関

係を滅茶苦茶にし、集団的自衛権行使を言い出

す安倍政権を断罪する」「辺野古新基地建設を

許さず、すべての基地をなくすまでともに闘お

う」と訴えました。 
 
集会の最後に「集会決議」〈次頁〉を採択、  

夜の寒さがしみてくる中、横田基地周囲をデモ、

オスプレイ配備反対！ 横田基地撤去！を訴

え、福生駅まで元気よく行進しました。 
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集 会 決 議 
 

７月３０日、米太平洋空軍司令官の発言とし

て、横田基地をオスプレイ配備の有力候補地と

して日米両政府間で協議中であるとの報道が

されました。横田基地周辺自治体で構成する市

長・町長も直ちに配備検討の撤回を求める要請

を行いましたが、私たちは総力を結集して配備

策動を阻止することが重要です。 

 

オスプレイは試作段階で４回の墜落事故を

起こし、３０人の死者を出しています。２００

７年には部隊配備が始まりましたが、２０１０

年４月、２０１２年４月、２０１２年６月と３

回墜落し、６人が犠牲になりました。その後も

事故が止まりません。 

 

こうした危険極まりないオスプレイの沖縄

普天間基地配備を阻止するため、沖縄では昨年

９月に１０万３千人が結集し、「オスプレイ配

備に反対する９・９県民大会」を開催しました。

しかし、日米両政府は県民の圧倒的反対の世論

を無視し、昨年１０月１日に、欠陥機オスプレ

イを普天間基地に強行配備しました。普天間基

地は早期返還の日米合意が反故にされ続け今

日に至っています。にもかかわらず、世界一危

険と言われる普天間基地に、生命の安全を脅か

すオスプレイを強行配備したことは許し難い

暴挙であり、厳しく糾弾しなければなりません。 

 

今年の１月には、沖縄県すべての４１市町村

の長及び議会議長・県議会各会派の代表が署

名・押印した建白書を安倍総理に手渡しました。

建白書は、オスプレイ配備撤回と普天間基地の

県内移設に反対する内容です。 

 

しかし、日米両政府は沖縄県民をはじめ全国

の反対の声には聞く耳を持たず、オスプレイは

連日沖縄の住宅地の上空を飛び回り、県民に大

きな不安を与え続けています。当初は１２機の

配備でしたが、９月２５日には予定した最後の

１機も配備され、普天間基地は２４機態勢にな

りました。不安は増大するばかりです。 

本土においても、山口県岩国基地を拠点に低

空飛行訓練が開始され、１０月１６日には滋賀

県のあいばの演習場で日米共同訓練が強行さ

れました。２５日には、高知県で実施する共同

防災訓練でもオスプレイを使う予定です。危険

の拡散は許されません。 

 

私たちは、オスプレイの横田基地への配備策

動を阻止するため職場・地域の皆さんとの連帯

を強め、全力で闘います。そして、オスプレイ

の普天間基地配備撤回・普天間基地の即時閉

鎖・辺野古新基地建設反対、横須賀への原子力

空母配備撤回、横田基地の日米軍事一体化反対

などを求めて、全国の仲間と連帯して取り組み

を強化していきます。９６条や９条をはじめと

した憲法改悪の動きにも機敏に対応すること

が求められています。横田基地をはじめとした

全ての米軍基地の整理・縮小・撤去をめざして

奮闘しましょう。 

 

以上、決議します。 

 

２０１３年１０月２１日 

 

 

横田基地へのオスプレイ配備策動を阻止し、 

基地の整理・縮小・撤去を求める三多摩集会  

 

参加者一同 
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１０．３１ 

狭山事件の再審を求める市民集会 

            日比谷野音 

 
 狭山事件で石川一雄さんに有罪判決が出さ

れて３９年を迎える１０月３１日、日比谷野外

音楽堂を埋め尽くして『狭山事件の再審を求め

る市民集会』開催されました。 

２００９年９月から、裁判所、検察官、弁護

団による三者協議が始まり、狭山事件の第三次

再審は大きく動き始めました。同年１２月には

裁判長が、検察官

に証拠開示の勧告

を行い、翌年５月、

３６点の証拠が弁

護団に開示されま

した。 

その中には、石

川さんが逮捕当日に書いた上申書や取り調べ

の録音テープなどがありました。４７年目にし

て重要な証拠が明らかになったのです。弁護団

はこの上申書と犯人が残した脅迫状の筆跡が

異なるとする専門家の鑑定書を裁判所に提出

しています。これまでに１３０点の証拠が開示

され、自白の疑問や証拠のねつ造が次々と明ら

かになっています。 

 昨年には、自白通りに発見されたとして有罪

証拠とされていた腕時計について、被害者の腕

の太さに合わない、使うはずのないバンドの穴

が使われていることで、被害者のものではない

ことも明らかになりました。さらに、犯行に使

われた手拭いが石川さんの家のものではない

ことが浮かび上がり、いよいよ有罪判決の疑問

が明らかとなっています。 

 今後、徹底した証拠開示と事実調べが行われ

るか最大の山場となっています。 

 集会では、主催者等のあいさつの後、石川一

雄さん夫妻が、力強く無罪を勝ち取るまで闘う

決意を述べました。 

また、冤罪との闘いを進めてきた、免田事件、

足利事件、布川事件、袴田事件の当事者から固

い連帯の決意表明がありました。 

また、映画「SAYAMA みえない手錠をはずす

まで」が完成したことを受け、全国での上映運

動が呼びかけられ

ました。 
集会終了後、デ

モ行進を行い、市

民にアピールしま

した。 
デモに出発する狭山東京実行委員会 

 

 

「SAYAMA みえない手錠をはずすまで」 

     上映会 

 
狭山事件の発生、そして石川一雄さんが不当に

逮捕されてから５０年。石川さんは無実を訴え

続け、再審開始を求めて闘い続けています。 
 今、再審の闘いは最大の山場を迎えています。

こうした最中、私たちが待ち望んでいた映画

「SAYAMA みえない手錠をはずすまで」が完

成しました。当面、荒川および墨田地区におい

て上映会が開催されます。（日程次頁） 
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映画「SAYAMA みえない手錠をはずすまで」 

荒川上映会 

  
日時  11 月 28 日（木） 午後６時 30 分 

会場  ムーブ町屋 ３Ｆ ムーブホール 

（千代田線、京成線、都電町屋駅下車） 

  石川一雄さん、早智子さんのあいさつあり 

料金  1,000 円（中・高校生 500 円） 

主催  荒川上映実行委員会 

 

墨田上映会 

日時  1２月５日（木） 午後６時 30 分 

会場  墨田区社会福祉会館３F 

         墨田区東墨田 2-7-1 

石川一雄さん、早智子さんのあいさつあり 

料金  500 円 

主催  部落解放墨田区民共闘会議 

 

狭山事件の証拠開示・事実調べ・ 

再審開始を求める要請ハガキ運動 

 

 ９月 12 日に開催した、狭山東京実行委員会

幹事会において「要請ハガキ」運動の取り組み

が確認されました。 

 狭山東京実行委員会全体で 10,000 枚の要請

ハガキを作成し、各団体への取り組み枚数を送

付しました。要請ハガキに、住所、氏名、ひと

言を書き添えて頂き、「取扱団体」は各団体名

を記載して下さい。 

 各団体または協力頂いた個人がハガキに切

手を貼って郵送頂いても構いませんが、送料も

かかりますので、記載したハガキを狭山東京実

行委員会に郵送・持参頂いて、実行委員会より

一括して裁判所に届けることもできます。どの

ような発送方法をとりましても、第１次集約を

12 月 19 日に開催されます「狭山東京実行委員

会 第 19 回定期総会」までに取り組み枚数を集

約します。 

 

宛先 

100-8933 

東京都千代田区霞が関Ⅰ－１－４ 

 東京高等裁判所第四刑事部 

 裁判長  河 合 健 司  様 

本文 

 ～狭山事件の再審開始決定を～ 

   事実調べをして下さい！ 

検察に証拠開示を命令して下さい！ 

 河合裁判長、今こそ真実を明らかにして 

 ください。 

 石川一雄の無実は明白です。実に５０年 

 も無実を訴え続け、もう７５歳です。 

 これ以上「見えない手錠」につないでお 

 くことは許されません。 

 私たちは、一日も早い再審開始決定を求 

 めます。 

 
住所                 

                    

名前                 

取扱い団体（            ） 

 

 
お手元に、事務局で作成したはがきがな

い方は、上記を参考に官製はがき等でご協

力ください。 
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2013 年 10 月 25 日  

「特定秘密保護法案」の閣議決定に抗議す

る声明 

フォーラム平和・人権・環境 

代表 福山真劫 

 政府は、10 月 25 日、午前の閣議で、特定秘

密保護法案を閣議決定しました。 

 知る権利が侵害され、民主主義の根幹に触れ

るにもかかわらず、多くの部分でこれほど曖昧

な法律案はなかったのではないかと考えます。 

 10 月 24 日の国会審議において、担当の森雅

子内閣特命大臣は、特定秘密の範囲の基準につ

いて、最後まで明確な答弁が出来ませんでした。

「何が秘密かは秘密です」といった法案では、

政府の恣意的な取り扱いを許すことになりま

す。 

 知る権利や報道の自由といった言葉が挿入

されたとしても、努力義務に止まり、公務員へ

の厳罰規定とともに、市民の利益が大きく侵害

される可能性がきわめて大きいといえます。 

 過日の朝日新聞に、戦争中「学校の宿題で高

台から港をスケッチしていたら、軍事施設をの

ぞいていた」として特高警察に捕まりひどい暴

力を受けた経験が投書され、「特定秘密保護法」

と戦前の「軍機保護法」とを重ねて絶対に法案

を許してはならない旨が主張されていました。

東京新聞の社説は「戦前に戻すのか」、毎日新

聞の社説は「この法案には反対だ」ときわめて

強い調子で批判をしています。決して戦前の

「物言えぬ社会」を許してはならないと考えま

す。 

 このような重大な意味を持つ法案が、短い臨

時国会で可決に向かって走り始めたことは、許

し難い暴挙であり、憲法、民主主義への挑戦と

もいえます。平和フォーラムは、政府による特

定秘密保護法案の閣議決定に対して、満腔の怒    

りを持って抗議します。 

 「情報は市民の財産である」ということは、

近代市民社会の常識であり、米国においても保

持された秘密は一定の期間後すべてが公開さ

れることとなっています。「最後は市民に知ら

される」ということが、権力の恣意的運用に対

する大きな歯止めとして民主主義を担保する

こととなります。現在も、日本の防衛秘密は公

文書管理法の適用外とされ、国民に知らされず

に廃棄されています。  

 このような日本社会のあり方が、平和フォー

ラムが求める「ひとり一人に寄り添う政治と社

会」「持続可能で平和な社会」から、大きく逸

脱していく引き金になっているのだと考えま

す。  

 平和フォーラムは、国民の利益にたった国家

運営と民主主義を基本にした国民の権利を守

る立場から、「特定秘密保護法案」の廃案に向

けて全力で取り組むことを表明します。 

 

 

 

秘密保護法案と立憲主義否定の 

国づくりに反対する 10.29 集会 

           〈日比谷野音〉 

 
 

 

 10 月 29 日の夜、平和フォーラムは東京・日

比谷野外音楽堂で「秘密保護法案と立憲主義否

定の国づくりに反対する集会」を開き、市民や

労働組合の代表など 2800 人が参加しました。

10月 25 日に安倍内閣は「特定秘密保護法案」

を閣議決定し、臨時国会に提出しました。しか

し、これは市民の「知る権利」を制限し、「戦

争の出来る国づくり」を進めようとしているこ

とから、世論調査でも反対の声が多くなってい

ます。 
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脱脱脱原原原発発発連連連続続続学学学習習習会会会 活動日誌 

09.25 ＪＣＯ臨界事故 14 周年集会 

       （13：30 水戸市） 

10.13 NO NUKES DAY(日比谷公会堂) 

10.21 オスプレイの横田基地配備策動を阻止

し、基地の整理・縮小・撤去を求める

三多摩集会（18：30 福生公園） 
10.23 平和センター関東ブロック幹事会 

（10：30 連合会館） 

10.29 秘密保全法案と立憲主義否定の国づ 

    くりに反対する 10.29 集会 

      （18：30 日比谷野音） 

10.31 狭山事件の再審を求める市民集会 

(13：30 日比谷野音) 

10.31 狭山事件映画上映会(18：00) 

 

今後の日程 

11.3～5 憲法理念の実現をめざす第 50 回大会 

(那覇市) 

11.09  合成洗剤追放全国連絡会総会・講演

会(13:00～全水道会館) 

11.09  辺野古の埋め立てを止めよう 11.19

集会（14：00～千駄ヶ谷区民会館）    

11.11  総評退職者の会／“沖縄”を考える

集い(14:00～東京・連合会館) 
11.14～ 脱原発連続学習会（右記） 

11.19  東京平和運動センター常任幹事会 

       （16：00～田町交通会館） 

11.19  狭山東京実行委員会 

       （17：00～田町交通会館） 

11.20～21 部落解放共闘全国交流集会(岐阜市) 

11.21  第２回ＴＰＰ問題連続講座（18：30～

連合会館） 

11.29～30 第 45 回食とみどり、水を守る全国

集会(仙台市) 

12.1～2 平和センター関東ブロック総会<群馬> 

12.07  もんじゅを廃炉へ！全国集会 

(福井・敦賀市) 

  

 

 

 

 
 
 
◎第 1 回 11 月 14 日（木）18:30～21:00 

「福島のいま－被災地からの現状報告」 
講 師：小池 智則（共同通信社・   

福島支局デスク） 
汚染水問題がますます深刻化する中で、福島原発事故の

収束の行方はいまだ見えていません。現地福島で日 「々報

道」の現場で福島原発事故や県民の悩みや苦しみなどを肌

で感じている共同通信福島支局デスクの小池智則さんを

お招きして、「福島の今」を報告していただきます。現地

の想いを共有したいと思います。 

◎第 2 回 11 月 19 日(火) 18:30～21:00 
「特定秘密保護法と原子力 

－隠される原子力情報」 
    講 師：海渡 雄一（弁護士） 

国民の「知る権利」や「報道・取材の自由」に配慮す

るとの記述を加えて特定秘密保護法案が国会に提出され

ようとしています。曖昧な表現で国民の「知る権利」を押

さえ込もうとするこの法案は、原子力の分野にも大きな影

響を与えるものです。これまでも原子力は秘密のベールに

包まれています。さらに厚く覆われる原子力情報－この危

険性について弁護士の海渡雄一さんに伺います。 

◎第 3 回 11 月 28 日（木）18:30～21:00 
「欧州脱原発事情－2013 年 11 月」 

    講 師：望月 浩二（ドイツ・欧州環境規

制調査主宰） 
ドイツ・ケルン在住で、ドイツを中心に、EU 内での環

境・原子力問題にかんする情報を発信する望月浩二さんを

お招きし、ドイツや欧州での脱原発の動向についてお話を

伺います。特にドイツの原発解体、廃棄物中間貯蔵の状況

など、今後の日本の脱原発の課題などにも関連する、現状

にも触れていただきます。 

参加費 500 円（各回・資料代） 
会 場 連合会館 501 会議室 

千代田区神田駿河台３－２－１１ 
 
主 催 反原発出前のお店／再処理とめた

い！首都圏市民のつどい／原水爆禁止日本国

民会議 
 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




